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ズグロカモメ夏羽の飛朔。1996.3 .12に浮島に
2～3羽飛来した中の1羽を写したものです。

エリマキシギ♂の夏羽で、後にも先にもエリ
マキの夏羽はこれがたった一回の観察です。
1996.5.27～30頚城村市村新田のタンボに現わ
れた時のものです。

来
上越市古川弘

噌．

夏羽のクロハラアジサシ。1998.5 .17に頚城村
島田の水田用水に飛来し、のんびり休んでい
る様子を写したものです。

夏羽のマミジロツメナガセキレイ（ツメナガ
セキレイ）記録が一寸古く、1987.5.15大潟町
の天ヶ池のそばの水田に飛来したものです。
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市街地の軒裏でチョウゲンボウが繁殖
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上越市花岡佳代 ・山本明

上越市直江津地区新光町の木造建造物の軒

裏で、数年前からチョウゲンボウが繁殖して

いる。付近には会社倉庫、事務所、マンショ

ンなとずが建っていて、営巣した倉庫の脇には

マンションの広い駐車場がある。

巣のある軒の高さは15.6m、ちょうどスレー

トの板がl枚だけ張られていて （図2）、その

板の上に産卵し、抱卵したのであろう。ヒナ

が大きくなると、板の縁に出て顔をのぞかせ

ていた（図3）。親は近くにある高い鉄塔や屋

根によくとまって、鳴いていることがあり，

雄の捕ってきた餌を雌に渡すのが観察された。

営巣している倉庫の社員の話では、この軒

裏にチョウゲンボウが巣を造り始めたのはマ

ンションが建った4年前からで、それまでは

別の所で営巣していたらしい。マンションが

建つ前は、この付近は田んぽだったので、チ

ョウゲンボウの餌場になっていたようだ。

昨年は7月10日前後に4羽のヒナが巣立っ

た。時期からして2回目繁殖のヒナと思われ

る。l回目の繁殖についてはよく観察しなか

ったが、5月18日巣で2羽のヒナを確認した。

それ以上いたかどうかは分からない。

今年は少しよく観察したところ、 l回目の

繁殖では、 5月20～25日までに 6羽のヒナが

巣立ち、2回目の繁殖では8月6～7日に2

羽のヒナが巣立つた。2回目の2羽のうち l

羽は8月10日に、哀れにも車に牒かれて死ん

でいるのを見つけた。

今年のl回目の繁殖では3月下旬頃抱卵に入

り、4月下旬から雌が巣を離れる時間が増えた

ので、この頃鮮化したものと思われる。2回目

繁殖では6月中旬に抱卵に入り 、7月中旬頃に

僻化したようである。l回目のヒナが巣立つて

1ヶ月も経たないうちに、2回目の抱卵に入っ

ていることになり、巣立つたヒナを暫く雄と

雌交代で （抱卵も交代なので）世話している

＇~ 図1.営巣した軒裏 （白いスレート部分）

のだろうか （この点まだ観察不充分）。

なお、今年になって、巣の近くの会社に勤

めている人がその落ちたヒナ数羽を家へ持ち

帰り 、餌付けをし保護している旨の情報を得

た。そこで、上越健康福祉事務所環境センター

（旧保健所）へ連絡したところ、早速市の環境

諜と連携し対応がなされた。その家では3羽の

チョウゲンボウがいて、毎年l羽づっ（今年も）

拾って保護飼育していたという。愛玩用の飼

育ではないらしく、どうしてよいかわからず、

飼育を続けていたようであった。赴いた県と

市の担当者は当人によく説明し、3羽のチョウ

ゲンボウは6月中旬無事愛鳥センターへ届け

られた。

（まとめ山本）

図2.巣から姿を見せた巣立ち間近のヒナ
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昨夜来の雨は止んで、雲の切れ目から青空が

覗く 9月15日の朝となりました。

l行4人は迷うこともなく山本山高原入り

口に到着です。山頂展望台にはすでに十数人

が杢を見上げています。魚沼の山並み、西山

連ill、冷気を感じる初秋のすがすがしい風の

中にビッグスワンの銀色の屋根がはるかに霞

んで見えます。ぐるりと全天が見渡せます。

初めは目障りに思えた雲も、小さな鳥影を

見つけるにはとても便利なものだと気づかさ

れました。「左から2番目の峰の右ね、濃い色

の細長い雲の一番上にほらほらJという具合
です。これがもし雲ひとつ無い青空だったら

きっと姿を見つけることに苦労したことでし

ょっ。
なにやら背中の方から「あっ、サシパかと

思ったらトンボだ。もう木当に紛らわしいなー」

という声がする。えっ ！どうしてトンボを鳥

と間違えるの？

「右から2番目の頂にl羽、は鳶かなJ「ア
ンテナ塔の左の丸い雲の右横からも 2羽ねj

気温が徐々に上がってきます。

「あー上がった。流れるねー。鷹柱だ。」ま

た次のサシパ達がやって来ます。

「あれはハチクマだ。やっぱり大きいね。」

「今年もハチクマの羽が傷んで、いるね一。J
後ろ、左、右から次々に挙がる声に必死に

双眼鏡を合わせていきます。なるほとcねー。

頭の上を横切る鳥に見とれていると、先達が

羽の模様、尾羽のかたち、首や肩の様子を実

にわかり易く言葉短く教えてくれます。今度

は自分が先にと「あついたいた。あの雲のし

たの…Jといいかけるとトンボだと判り首を
すくめて笑ってしまいました。双眼鏡の中で

はトンボが騰に姿を変えてしまう不思議が現

われるのですね。

今、私たちがここにいる。この日を選んで、

次々にやってきては去っていゆく不思議なご

縁の鷹たち。真上を通過する姿を目でL追って

ゆくといつの聞にか、かき消すように小さく

遠くなってゆきます。なんともいえない壮大

さに心を打たれます。どこをどのように飛ん

で目的地にたどり着くのでしょうか。1時間

半で90羽の鷹を見送り、バードウオッチング

は終わりました。

私たち4人は次の楽しみに向かいます。標

識を頼りに、予定に無い道を走るのです。初

めての道をガチャと曲がり、思わぬ楽しみに

ポンと出くわすガチャポンロードです。先ず

は美味しい小千谷そばで腹ごしらえ。この日

は小国に入り、誰もいない紙の博物館で勺懐か

しい香にしばし浸ったのでした。私達のハー

ドウオッチングはこうして二重三重の棄しみ

があります。これが、何回ウオッチング重ね

ても初心者の域から抜けれない訳のひとつな

のです。

， 
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市街地の建物で連続繁殖したイソヒヨドリ
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新潟市 千葉晃 ：－ 

はじめに

イソヒヨドリは留鳥として全国各地の海岸

や島幌にごく普通に見られ、雄の鮮やかな青

い羽色と美しい噌りには野鳥愛好家ならずと

も魅了される。その漢字名には「磯鴇」を当

てるが、分類上はヒヨドリ（鴇）の仲間では

なくツグミ（鵜）類の一員である。確かに体

形や習性はヒヨドリ類よりはツグミ類に似て

いる。本種とその近繍重（いわゆるRockThrushes) 

は元来岩場や崖を好み内陸にも広く分布して

いるが、海岸中心に生息するのは我が国の特

徴らしい。また、本種の学名Monticola

solitariusは 「単独性で、山に住む」の意味だ

という。このように聞くと、以前松本市内の

デパート屋上で、噌っていたl羽の本種雄をみて

いぶかしく思ったことも今はうなずける。つ

まり、コンクリート製の建造物を天然の岩場

に見たてての生息と合点できる。末尾に挙げ

た文献には、本種が天然の岩場の他、建造物

の隙聞や人家の軒下などに営巣する例がある

と記されてある。そのような例を私も新潟市

の一隅で見ることができた。1999年に初めて

繁殖を確認して以来、4年連続して同じ場所で

雛を育てたイソヒヨドリを紹介したい。

繁殖地と周囲の環境

本種の繁殖が確認された場所は、新潟市浜

浦町地内にある私の勤務先「日本歯科大学新

潟歯学部キャンパスJである。校舎は海岸か
ら内陸へ約300m、関屋分水新潟大堰から東北

東へ約700m離れた文京地区に在り、北側には

海岸防風林（優占植物はクロマツとニセアカ

シア）、そして東西と南には小・中学校および

住宅が隣接している。校舎は全体暗褐色のレ

ンガで外装され、一見堅固な城砦や岩場を思

わせる。巣は本館と l号聞をつなぐ渡り廊下

の下にある隙間（地上約7m、隙間の幅約4

cm、長さ約2.5m）に営まれ、隣接する中庭は

採餌場の一部に、一方校舎の屋上はソングポ

ストや見張り場に利用されていた。また、巣

場所の下（地上）には屋根付きの渡り廊下が

あり、時間帯によっては学生や教職員が少な

からず行き交っていた（図 1)。

図1 イソヒヨドリの営巣場所（矢印）

繁殖活動の概要と諸段階

概要：4年間の観察結果を総合すると、本種の

繁殖活動は概ねつぎのような段階に区分でき

た ：定着、配偶形成、造巣、産卵 ・抱卵、育

雛、巣立ち・家族生活、分散。一連の繁殖活

動はおおよそ3月上旬に始まり8月中旬に終了

した。以下、各段階について概要を記す。

定着 ：：本種は秋から冬の聞も時折キャンパス

周辺で見かけるが観察頻度は低く、この間は

定着しているとは言い難い。雄の定着は例年

3月上旬から始まり、この頃晴れた日などは中

庭にある池の周囲のフェンスや校舎のあまり

高くない屋上の一隅に留まり、地上の餌 （昆

虫類）を狙って飛び降りたりする様子がしば

しば観察された。やがて雌も観察されるよう

になり、4月初旬までには雌雄の接近（間隔1～

2 m）が認められた。雄の鴫りはもっぱら午

前中に聴かれ、屋上の幾つかの場所がソング

ポストとして利用された。しかし、鴫りは散

発的でまだ本格的ではなかった。雄による同

種雄の追跡はl度観察しただけで、もっぱら他

種鳥類（ハシボソガラス、ハシブトガラス、
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ハクセキレイ、スズメ、ムクドリ）に対する

ものであった。追跡はいずれも巣から約60m

以内にある中庭の低空や地上で見られ、ほと

んどが鳴き声を伴なわず侵入個体を約数mか

ら数十m追跡するだけの単純な行動であり、

単発的であった。なお、排他行動はこの時期

だけでなく繁殖期全般に渡って観察された。

配偶形成： 観察期間中、配偶行動 （求愛・交

尾）を観察したのはただl回である。それは2002

年4月28日 （快晴）の午前8時30分頃から約1

分間の短い時間に認められ、概略つぎのとお

りであった。ソングポストのlつ （8号館屋上

のアンテナ ：地上約50m）で、鴫っていた雄が

突然ゆっくりと舞い立ち、一声の日韓りと共に

翼と尾を充分に広げソアリングしながら滑り

落ちるように急降下し、地上約lOmのテラス

に瞬間的に止まり再び同じ姿勢で降下を続け

た。地上lm付近で‘水平方向に転じ、 4m程滑

空し低木のそばに着地した。同時に鋭い声（ゲ

ッまたはゲゲッ） を発し、木立に向かつて頭

胸部を少し下げ、両翼を半開状態に下げ、尾

を持ち上げて扇状に開く姿勢を取った。雄は

この直後低木内に飛び込み地上lm付近の枝

上にいたl羽の褐色の鳥と一体になり、すぐに

枝から離れ飛ぴ‘去った （図2）。確認のため低

古唱~－
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図2 イソヒヨ ドリの配偶行動略図
a，雄の移動軌跡 ；
b 1～2，雄のソアリ ング誇示行動 ；
c，交尾直前に見られた雄の求愛姿勢

ph
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木に接近したと ころ、褐色の鳥は本種雌個体

であった。私の接近によ りこの個体も飛び去

った。前後の様子からみて、一連の行動は求

愛および交尾と考えらる。繁殖期の雄はしば

しば①鴫りながら両翼を持ち上げる誇示行動

や②噌りながらソアリングする誇示行動を示

すが、上記した行動はこれらと明かに異なっ

ていた。なお、ソングポストは巣からあまり

遠くない （60m以内）校舎の屋上の角、テレ

ビアンテナ、給水タワーなどが選択され、使

用頻度の高い場所はテレビアンテナなど高く

てよく目立つ場所であった。E轄りは4月～6月

頃が最も盛んで、、l日のうちでは午前中と夕刻

によく聴かれた。

造巣：造巣活動は4月中 ・下旬の朝に数回目撃

しただけである。雄も造巣に参加したが、も

っぱら雌が分担しているようだった。巣材運

びは人影の少ない早朝に行なわれるようで、

早い時間帯に出勤した時にのみこれが観察さ

れた。中庭 （巣から約40mの距離）の地上で

枯草等を集め、かなり警戒しながら巣穴へと

運び入れ、巣から出てくる までは数十秒から

1分間近くかかった。巣が完成し抱卵期に入っ

た時期の巣を下から覗くと、巣材の枯草が数

本垂れ下がり外部から見えるような年もあっ

たが、これはむしろ例外的であった。

産卵・抱卵： 4月下旬から5月中旬の期間は雌

親を観察する機会が著しく減少し、この時期

が抱卵期と思われる。巣立ち日から逆算して

産卵日を推定すると、年によって差はあるも

のの、産卵は概ね4月中と考えられる。クラ ッ

チサイズ (1腹卵数）は確認できなかったが、

文献には5～6卵と報告されている。なお、雌

雄の観察頻度からみて抱卵はもっぱら雌が分

担しているものと判断された。

育雛：育雛には雌雄が関与したが （図3' 4）、

主に雌親が分担し、雄親は主にナワパリ防衛

や警戒に当たっているものと思われた。ここ

では1999年6月4日および8日～10日いずれも

午後の観察（4日間で合計4.9時間）で得た結

果を表にまとめてみた。記録できた合計32回

の給餌飛来のうち、雌は22回 （68.8%）、雄は



表1.イソヒヨドリ雛への給餌に関する雌雄分担と餌生物（1999年6月4～10日）

月日 時刻（時間） 給餌回数（回／時） 識別できた主な餌生物

6月4日 15:10～16: 10 ♀ 4回（4.0) フナムシ、蛾、昆虫の幼虫
(1. 0時間） ♂ 0回 （0.0)

6月8日 14: 25～16 : 00 ♀ 7回（4.4) フナムシ、蛾、昆虫の幼虫、ミミズ、クモ
(1 .6時間） ♂ 2回（1. 3) フナムシ、ミミズ

6月9日 13:45～15 : 50 ♀ 8回 (7.3) フナムシ、甲虫、昆虫の幼虫
(1 .1時間） ♂ 5回（4.5) フナムシ、幼虫

6月10日 14:50～16 : 00 ♀ 3回（2.5) フナムシ、昆虫
(1. 2時間） ♂ 3回（2.5) フナムシ

合計 (4.9時間） ♀ 22回 (68.8%）：♂ 10回 (31.2%) 

図3 給餌飛来したイソヒヨ ドリの雄親

10回 （31.2%）となり、雌は雄の約2惜の頻度

で給餌に飛来したことになる （表 1）。 この時

期の餌生物を整理してみると、判定できたも

のは甲殻類 （フナムシ）、昆虫類 （甲虫類と蛾

類の成虫および幼虫、蟻類成虫）、クモ類およ

びミミズ類で、中でも昆虫類の幼虫とフナム

シが優内していた。フナムシは関屋海岸でも

ごく普通にみられ数も多く、雌雄の給餌メニ

ューの中では高頻度（雄親では50%、雌親で

は41%）で出現した（表1）。雌親が給餌する餌

生物を見ると、フナムシより見虫（主に幼虫

類）の数が明らかに多かった。このことから

採餌環境は雌雄問で若干異なるものと判断さ

れる。すなわち、雄は巣からやや遠い海岸で、

また雌は海岸の他草地や林地を広く利用して

餌を探しているものと考えられた。これを裏

付けるように、雌親についてはキャンパス内

の中庭 （芝生や低木）で餌を捕る姿が頻繁に

目撃された。その様子や餌の内容からみて、
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図4 給餌に飛来したイソヒヨドリ雌親

餌の捕獲は待ち伏せ型で、主に地上や地上付

近に生息する小動物を対象にしていることが

窺えた。餌を運ぶ際は直接巣に入ることはご

く希で、辺りを充分警戒し数カ所に立ち止ま

りながら巣に接近し、巣の真下の壁にへばり

付くと一気に這うようにして巣穴へと進入し

た。付近に外敵 （人やカラス）を認めた際は

低いググッ・グググッまたは高いヒーツ・ヒー

ッと聞こえる声を発しながら警戒し、時には

威嚇を伴なった。 担！~が成長すると 、 辺りには

餌をねだる雛の声 （ジーッ、ジジジジ）カfよ

く聞こえてきた。雛の糞は親鳥 （主に雌）が

巣から遠方 （時には100～130m）に運び捨て、

電線等に一旦止まりクチパシから振るい落す

様子も観察された。

巣立ち・ 家族生活 ：巣立ちは晴天の日中行な

われ、最も早い年で5月24日 （2002年）、遅い

年で6月13日(1999年）に見られた。巣立ち雛

数はl羽～3羽 （1999年l羽、 2000年3羽、 2001



年2羽、 2002年2::J::J）の範囲であった。巣立ち

当日は親鳥が餌を持って巣の付近に飛来し、

巣に入らずに前述した警戒声を盛んに発し巣

立ちを促した。雛は巣穴の入り口付近で餌ね

だり声を発し、跨踏しながらこれに応じ、一

気に飛び出し数mないし10数m離れた下の渡

り廊下屋根や屋上に達した。しかし、巣だ、っ

た後も地上に落下することが多く、毎年のよ

うに雛を捕まえては屋根に戻してやる作業を

続けている。2001年には2羽の巣立ち雛に標識

を付け、体各部を計測した後放鳥した（図5）。

この際、 2::J::Jの背面（特に風切羽外弁）の色彩

が若干異なりl羽は青みが強い事に気づいた。

この個体は雄と思われる。巣立ち雛は親大に

なるまでもっぱら屋上で生活し、地上から姿

をみることはできなかった。しかし、 7月下旬

から8月上旬には親大に成長した幼鳥が早朝や

夕刻に姿をみせるようになった。周囲にはカ

ラスやトピなど外敵が多いため、かなり用心

して暮らしているものとみられる。

分散：8月中旬から下旬にかけて独立したとみ

られる幼鳥を中庭でしばしば認めたが、親の

姿は殆ど観察できなくなった。親は幼鳥を伴

なって隣接地やさらに遠方に移動する場合も

あると考えられるが、分散の詳細はよくわか

らなかった。

あとがき：4年間も連続して同じ場所に営巣し

たイソヒヨドリの例（同じ個体かどうかは不

明）はこれまで知られていないように思われ

る。長期間利用の理由は不明なものの、今回

の例は巣穴として利用できる空間が広いため

とも考えられる。なお、今回述べた配偶行動

図5 標識されたイソ ヒヨ ドリの巣立ち雛
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も圏内ではまだ報告されていないものと思わ

れる。この行動が本種に一般的か否かは今後

の観察に待っところが大きい。皆様からの情

報やご教示を期待している。
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養魚場におけるカスミ網に
よるカワセミ大量死の処置
について〈経過報告｝

日本野鳥の会新潟県支部

1 .発見と通報

平成13年8月16日午前、日本野鳥の会新潟

県支部会員赤塚政博氏がフィールドとしてい

る溜池群を回って探鳥していた折、加茂市黒

水地区のニシキゴイ養魚池で、網にかかって

死んでいる多くのカワセミを発見した。直ぐ

携帯電話で新潟県愛鳥センターへ通報し、指

示を得て最寄の三条保健所へ通報した。（以上

赤塚氏の支部報への投稿と聞き取り）

2.三条保健所の聞き取りにより判明した現

場の状況と処置

三条保健所は管轄の加茂警察署と加茂市役

所に通報し、担当者の派遣を要請した。加茂

警察署からは刑事生活安全課の本望係長と山

田鑑識課員が駆けつけ、加茂市役所からは環

境課鳥獣担当の金子係員が道案内も兼ねて同

行した。それに三条保健所環境課の百都環境

保全係長と員保技師、および発見者の赤塚氏

の合計6名で、現地に向かった。現場には人が

いなかったが、早速警察官が現場検証に入る

と共に、保健所職員は集落の住民から聞き取



りを行った。調査の結果、次のことが分かっ

た。

(1）架設されていたカスミ網は長さ12mもの4

枚で、網目は36メッシュと推定された。

(2）捕獲されたカワセミは合計16:J:Jで、すべて

死んでおり、以前にかかったものは放置して

いたものらしく、ミイラ化しているのもあっ

た。

(3）池の所有者と養魚業者は同一人で加茂市内

に居住し、養魚池の管理はその使用人が行っ

ていた。

発見者の赤塚氏はここで警察官より発見状

況を聴取された後、現場を去った。そこで警

察および保健所双方の担当者で、この件はカ

スミ網を架設した目的が池の魚の捕食を防ぐ

ためのもので、特に捕獲した鳥の販売を目的

としたものでないので、直ちに法を適用する

ことはどうか、目的からして行政指導が適当

ではないかと判断し、さしあたり三条保健所

に調査を依頼して警察官は引き上げた。処置

については特に指示はなかったが、設置者が

保健所の行政指導に従わなかった場合、警察

が刑事事件として取り扱うことを確認した。

同保健所では、この日のうちに養魚業者（池

の所有者）とその管理人（使用人）に会って、

直ちにカスミ網を撤去させると共に、関係者

に詳しく事情を聴取した結果、さらに次のこ

とが判明した。

(4）カスミ網はニシキゴイの稚魚が、カワセミ

に捕食されるので、池の管理人が架設した。

(5）カスミ網は、養魚業者が斡旋者を通して釣

具店から購入し、管理人に渡した。

(6）その釣具店にはカスミ網のストック品が多

くあり、「防鳥網」と称して販売していた。ま

た、果樹間関係者にも販売していたようであ

る（釣具店からの聞き取りによる）。

(7）カスミ網は7月中旬頃から架設しており、

カワセミをはずさなかった理由は、はずすと

網が切れることを心配したためであるという。

3.違反者に対する処置

＝条保健所ではこの件に関して次の処置を

行った。処置については県の環境企画課と加
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茂警察署に事前に知らせておいた。

(1)カスミ網は使用者の持っている分は、焼却

処分にするために、次のゴミ回収時に出すこ

とを指示し、また販売した釣具店のカスミ網

は店頭から撤去し、仕入れた所に返品させる

ことを指示した。（販売店に対するこの処置は、

カスミ網の販売は原則禁じられているが、法

第12条の許可を有するものには販売すること

が可能のため、販売目的の所持まで禁止でき

ないので、販売店にカスミ網を処分するとい

った指示は行わなかった）その結果を保健所

作製様式の報告書に記入して8月24日付で提

出させた。保健所では燃えるゴミとして出し

たことやその焼却、および販売店 （釣具店）

のカスミ網返品などの確認はしなかった。後

日販売店に立ち入って店頭から撤去したこと

を確認している。

(2）カスミ網を購入した養魚業者（池の所有者）、

その売買の斡旋者、販売した釣具店、使用し

た池の管理人 （養魚業者の使用人）の4者に

対し、「この度はまことに申し訳ないことをし

た、今後このようなことは起こさない」旨の

始末書を保健所長宛に提出させた。

(3）前記報告書および始末書は9月10日までに

揃ったので、これまでの経過と共に県の環境

企画課長へ9月18日付で報告した。加茂警察

署へはその写しを送ったが，特に指摘される

こともなかった。三条保健所ではその後数回

現地を見回ったが、カスミ網が使用されてい

ないことを確かめた。

昇子主Pてi・1ま z.oo3年度版
Q秀宝？庭内会川bム今·－~
探鳥余陶催時iご場で
にで員長宅 t、たし李主

仕い私 ご利舟下方（ J 



支部取組みの経過

保護部

当支部報前号 （No.53）に載せられた「カワ

セミ大量に殺される」は大きな反響があり、

支部としては、5月11日に主だった役員の緊

急会合を持って、この問題への対応を協議し

ました。その結果、①状況を詳しく把握する

ために、処理に当った三条保健所に出向いて

調査する。状況によっては関わった加茂警察

署へも回って聞きただす ②それらの結果を

もとに関係機関に申込書または要望書を提出

する ③支部としても今後このようなことの

ないよう対策を検討するが、その中味として

は、養魚場 ・釣具店・ 小鳥店などへカスミ網

の飼養・販売 ・所持など違法性の啓蒙、また

会員にも保護意識を高揚する啓蒙、などを話

し合いました。

これを踏まえて 5月16日、大島支部長と山

本副支部長で三条健康福祉事務所環境センター

（旧保健所）環境課へ行き、昨年この処置に当

った担当者に詳しく状況を聞きました。これ

に基づいて、この件に関する経過報告書 （次

項）を作成し、また新潟県加茂警察署長宛と

新潟県県民生活環境部環境企画課長宛の要望

書を作成し、大島支部長名で発送しました。（経

過報告書と要望書は山本 ・千葉両副支部長で

作成）

加茂警察署長宛の要望書の骨子は、明らか

に違法なカスミ網の使用と販売に対し、「行政

指導Jにとどめたことは疑念が残る。特に果
樹園関係者にも販売されていたことは憤りを

感ずるところで、もっと厳正な法の適用が必

要だ、ったと考えられる。今後このような行政

指導に終らないよう、また今後の再発防止の

ために具体的な次の3点を要望しました。

l .昨年の販売店をはじめ、養魚業者 ・関係

販売店に対する一層の監視と取締りを望みま

す。

2.支部としても今後養魚業者や防鳥網販売
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店などへ啓蒙のため、チラシ等の配布を検討ー

するので、理解と協力を望みます。

3.会員がカスミ網の使用を発見した場合、

直ちに通報するので迅速な対応を望みます。

県の環境企画課長宛の要望書も大体同様で

すが、再発防止の具体的な要望の第l項を、

昨年策定された第9次鳥獣保護事業計画書に

鑑み、「カスミ網使用重点取締り」と「野鳥、

カスミ網販売の情報収集Jを徹底するよう、
一層実効ある監視と取締りを所管組織へ指導

願いたい、としました。

これら要望書に対し、加茂警察署からは支

部事務局の方へ、要望書を受け取り了解した、

趣旨を体して今後対応してゆきたい旨の電話

があり ました。 なお、当支部が要望書を出し

た後に、全国野鳥密猟対策連絡会 （略称「密

対連J、事務局・京都支部内）では加茂警察署
と新潟県県警本部に質問と意見書を送ったと

ころ、県警本部の刑事生活安全謀長から電話

があり、 「昨年の件についてはいろいろと不手

際があり、お詫びいたします。野鳥等につい

ては署員の知識も浅く、今後の環境犯罪の取

組みを進める上においては、野鳥の会他関係

機関と連携を保ちながら進めていきたいので

今後とも宜しくご協力を頂きたい。」との回答

だ、ったそうです。

これから支部として前記啓蒙のためのチラ

シを作成して、会員の皆様に配っていただく

ような取組みもしますので、その際はご協力

をお願いします。また、カスミ網使用や販売

を発見したら速やかに110番で警察へ、また最

寄りの県の環境センターにも連絡して下さい。

その後なるべく早い時期に支部事務局か保護

部員にも一報下さい。（担当 ：山本 明）

三字額
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鳥島周遊 アホウドリ・ウオッチングに参加して

新潟市南雲照三

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
私が鳥島に関心をもつようになったのは、

新さくら丸（19.8llt）でソト笠原クルーズに参加し

た1999年以来である。この時小笠原の母島に

いるメグロを中心に小笠原のことばかりしら

べていたが、思いがけなく鳥島の近くに船が

近寄りしかもぐるっと一周してくれたのであ

る。お陰で双眼鏡で鳥島の様子をよく観察す

ることが出来た。気象観測所跡はすぐ判った。

また、急斜面の一部で補修作業にあたってい

る人の姿も見られた。東京から600kmも離れた

南の孤島で作業をしている人がいるというこ

とは驚きであった。そしてその作業をしてい

る所がアホウドリの繁殖地であることはすぐ

に理解できた。しかし、 6月であったためアホ

ウドリの姿はなかった。

昨年、船会社からのパンフレットに［鳥島周

遊アホウドリ・ウオッチングクルーズ」の記

事を見つけ、早速参加の申込をした。出港は

2002年3月8日午後7時横浜港の大桟橋から、

船名はふじ丸（23.340t）である。すでに日は

とっぷりと暮れ港の夜景がすばらしかったが、

伊豆諸島付近の海鳥の観察が出来ないのが残

念だ‘った。

翌朝6時過ぎデッキに出て見ると島が見えて

いた。青ヶ島である。波が少しあるようだが

大した事はない。朝日が雲聞から差込み空が

茜色に染まってきた。しかし全く鳥の姿は見

られない。鳥の姿を求めてデッキをあちこち

移動してみたが駄目であった。船首の方は風

が強く 、とても長くは我慢できない。

このクルーズでは山階鳥類研究所の佐藤文男

研究員による講演が企画されていたが、アホ

ウドリ研究家として有名な長谷川博氏のお話

が9時よりあるとのことでそちらの方へまず

出席した。長谷川氏の乗船は公表されていな

かったが、約100名位のチームの講師として参

加されているようであった。このチームの人々

は長谷川氏と顔見知りの方が中心のようでお

互い親しく話しあっていた。長谷川氏はご自

身が撮影されたアホウドリの素晴らしい写真

燕崎のアホウドリコロニー
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なだらかなスロープを描く

草地が見える。その先に白

い気象観測所跡の建物が見

える。初寝崎である。佐藤

文男氏の解説が始まる。草

地に点点と白い点が見られ

るがそれがデコイであると

説明があった。それぞれつ

がいに2個体向き合せてセ

ットされている。その中に

本物が2;i~いるとのことだ

ったが、残念ながら確認出

来なかった。関係者の大変

な努力にも拘わらず初寝崎

で繁殖しているのはまだこ

のlペアのみである。この

ペアが1996年に最初の雛を

育てて以来毎年ここで繁殖

するようになり、2001年l

月に5羽田の雛が順調に育

っているとサントリーのホー

ムページに掲載されている。

初寝崎に立ち寄る若鳥の数

も増加しているとのことだから、何とかこの

新しい繁殖地の定君への努力が成功するよう

祈りたい。

初寝崎を通り過ぎるころ、 l羽のアホウド

リが姿を現し船の左舷にそって滑るように飛

んできた。いっせいに歓声があがった。する

とひらりと向きを変え今度は逆方向に翼の裏

側を見せながら波にすれすれに飛んで行く。

拍手が沸きあがる。はじめてアホウドリを目

にした感激の一瞬である。やがて2羽となり

クロアシアホウドリも力日わった。カメラのシ

ャッターを切る音がいっせいに鳴り響く。

古い繁殖地の燕崎に近づくにつれてアホウ

ドリの数が増してくる。興奮も少し落ち着い

てきたようだ。

燕崎の繁殖地は中央に土砂が流れたような

跡があり、コロニーも右と左に2分されてい

る。右側の東地区コロニーは草地も広いよう

にみえたが、個体数の多いのは土砂の流入被

318 21:30 過過

3/10 07・：oo通過

』両島周辺 3/9 13:30-15・：30

アホウドリ・ウオッチングクルーズ航路図

を示しながら鳥島におけるアホウドリの現状

を紹介された。その中で、雛が吐き出したも

のの巾にプラスチックの破片や釣針などが入

っているお言古はショックであった。

佐藤氏は鳥島の新しい繁殖地 ・初寝崎に設

置された無人監視カメラの映像で初寝崎での

アホウドリの様子を紹介しながら、アホウド

リの生態や保護の必要性を説明された。船上

のためかカメラの映像の調子が今一つはっき

りしなかったが、 l羽のアホウドリが動いて

いる様子が映し出されていた。

お昼近く鳥島の島影が前方に見え始めたが、

その頃になるとデッキの船首側から左舷側に

かけてフィールドスコープや望遠レンズをつ

けたカメラがび、っしりとならび始めた。午後

l時40分を過ぎた頃船はゆっくり と鳥島に北

側から接近、船首を右に少し回転させながら

西側の初寝崎に近づいていった。 切り立った

崖が眼前に迫ってくる。その右側に若草色の
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害が多いと言われる左側の西地区のように思

われた。それにこの繁殖地の傾斜度は想像以

上に急斜面に見える。よくこんな場所を繁殖

地に選んだのもと驚くとともに、この厳しい

地形に入って調査や工事をされている関係者

の方々のご努力に頭が下がる思いだ、。

燕崎を少し過ぎた海上には15～20~~のアホ

ウドリの群がいくつか浮遊していた。この海

上の群をラフト（raft）と呼ぶそうだが、船が近

づいても逃げようともせずゅうゅうとしてい

る。双眼鏡で充分観察可能の距離である。船

がいよいよ近づくと一斉に飛び立ち壮観で、あ

る。しかも飛び立っても遠くへ行くわけで、は

ない。ぐるっと回ってきてほんの少し遠くへ

着水する。よほどこの海域がお気に入りなの

だろう。まだ首や背中にかけて黒い若鳥が多

いが、真っ白くなった成鳥も少数だが混じっ

ている。鳴のピンク色と頭から後頚にかけて

のうすい黄色もはっきり見る事が出来た。海

上の群に別れて間もなく再び初寝崎に戻って

きた。約1時聞かけて一周してきたのだ。船

はゆっくりと 2周目に入った。前回より近づ

いているためか、初寝崎にクロアシアホウド

リのコロニーがあることが判った。デコイの

並んでいる所より海岸近くの草地にクロアシ

アホウドリの姿が点々と散らばっている。

クロアシアホウドリは腹部も含め全体が黒

く、アホウドリは背面に独特の白い斑紋があ

り明瞭に区別出来るのだが，アホウドリの若

鳥は若いものほど黒い部分が多くなり、ごく

若いほとんど黒一色に近い個体はクロアシア

ホウドリとの見分けがなかなか難しかった。

背面に白斑が出ていれば迷う事はないのだが、

クロアシと思っていたらお腹に白味がありア

ホウドリと判った場合などがあった。l街の色

をしっかり確認すべきだと感じた。

2回目は1回目より島に近く寄ってくれた

（最接近距離約740m）こともありアホウドリ

を間近に観察できたのだが、ビデオの調子が

悪くなりそちらに気が取られてしまったのは

残念であった。

約2時間の鳥島周遊はあっというまに終っ

てしまった。天候にも恵まれた幸運の2時間で

あった。午後3時30分船首をゆっくり北に向

け鳥島に別れを告げた。

今年の8月11～12日、鳥島の火山活動が活発

となり上空200～300mまで噴煙をあげている

との報道があったが、その後どうなったであ

ろうか。いまはアホウドリのいない時期だが、

まもなく 10月には戻ってくる。それまでに活

動がおさまってくれることを祈って止まない。
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